
は

じ

め

に

法
相
宗
大
本
山
の
薬
師
寺
（
奈
良
市
西
ノ
京
町
）
に
は
修
験
道

し
ゅ
し

の
南
都
修
験
道
薬
師
寺
修
験
咒
師
本
部
（
以
下
修
験
咒
師
本
部
）

が
あ
る
。
薬
師
寺
や
末
寺
の
年
中
行
事
で
柴
燈
大
護
摩
供
を
執
行

す
る
ほ
か
、
大
峰
山
入
峰
修
行
、
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
巡
錫
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

近
現
代
に
お
け
る
法
相
宗
の
修
験
道
に
つ
い
て
は
中
山
薫
氏
の

論
考
が
あ
り
、
同
氏
は
薬
師
寺
と
興
福
寺
に
属
し
岡
山
県
で
活
動

（
�
）

す
る
修
験
者
を
対
象
に
聞
き
書
き
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

古
代
に
お
い
て
南
都
の
僧
が
山
林
斗
藪
を
行
っ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
現
代
の
奈
良
の
法
相
宗
寺
院
で
も
修
験
道
の
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
現
在
、
南
都
七
大

寺
の
中
で
修
験
道
が
み
ら
れ
る
の
は
薬
師
寺
の
み
で
あ
る
が
、
そ

の
活
動
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
令
和
三
年

三
月
か
ら
同
四
年
十
月
に
か
け
て
修
験
咒
師
本
部
が
関
わ
る
行
事

な
ど
に
伺
い
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
修
験
咒
師
本
部
の
歴
史

を
確
認
し
、
現
代
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
調
査
の
結
果
を
報
告

す
る
。一

概
要
と
歴
史

今
日
の
薬
師
寺
に
は
学
僧
で
あ
る
本
山
僧
と
、
同
寺
に
設
け
ら

れ
た
南
都
修
験
道
薬
師
寺
修
験
咒
師
本
部
に
属
す
僧
尼
が
い
る
。

修
験
咒
師
本
部
（
通
称
咒
師
部
）
は
同
寺
に
お
け
る
修
験
道
の
組

織
で
、
法
相
宗
を
日
本
に
伝
え
た
道
昭
と
役
行
者
を
祖
と
し
て
い

る
。

﹇
研
究
ノ
ー
ト
﹈

南
都
修
験
道

薬
師
寺
修
験
咒
師
本
部
の
現
在

平

松

典

晃
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修
験
咒
師
本
部
に
は
現
在
一
一
〇
名
ほ
ど
の
僧
尼
が
属
し
、
一

部
の
僧
は
薬
師
寺
に
奉
職
し
て
い
る
。
ま
た
自
ら
の
寺
を
持
っ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
多
く
の
僧
尼
は
自
営
業
や
会
社
勤
め
な
ど
の

仕
事
を
持
ち
、
自
己
の
鍛
錬
を
目
的
に
修
験
者
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
修
験
咒
師
本
部
に
属
す
受
戒
し
た
僧
尼
を

ま
つ
と

末
徒
と
呼
ん
で
い
る
。

修
験
咒
師
本
部
に
属
す
寺
院
は
現
在
、
岐
阜
県
、
大
阪
府
、
和

歌
山
県
、
兵
庫
県
、
広
島
県
、
香
川
県
な
ど
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

寺
は
檀
家
を
持
た
ず
、
基
本
的
に
葬
儀
や
年
忌
法
要
（
法
事
）
を

担
う
こ
と
は
な
い
。
主
に
祈
祷
を
目
的
と
し
た
信
者
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
。

新
た
に
修
験
咒
師
本
部
で
の
授
戒
を
希
望
す
る
場
合
は
、
小
豆

島
八
十
八
ヶ
所
巡
錫
、
大
峰
山
入
峰
修
行
、
薬
師
寺
に
お
け
る

様
々
な
行
事
に
参
加
し
た
上
で
講
習
を
受
け
僧
籍
を
取
得
す
る
。

毎
年
若
干
名
の
僧
籍
取
得
が
あ
る
と
い
う
。
修
験
咒
師
本
部
に
属

す
僧
尼
は
、
薬
師
寺
本
山
僧
が
務
め
る
僧
綱
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ

る
。今

日
の
修
験
咒
師
本
部
に
つ
な
が
る
活
動
は
明
治
期
に
始
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
薬
師
寺
所
蔵
の
『
先
師
隆
遍
大
和
尚
』（
一
九

二
七
年
頃
）
に
薬
師
寺
の
橋
本
隆
遍
師
（
一
八
七
六
〜
一
九
二

〇
）
の
業
績
と
し
て
「
輓
近
に
至
り
法
相
宗
南
寺
の
祖
道
昭
僧
都

の
流
れ
を
く
み
永
く
廃
止
と
な
つ
て
居
り
ま
し
た
現
今
の
修
験
道

を
再
興
せ
ら
れ
盛
に
古
密
教
を
研
究
し
兵
庫
、
大
阪
、
播
磨
、
四

国
等
に
弘
通
せ
ら
れ
神
戸
に
は
塔
頭
福
寿
院
を
移
転
し
て
布
教
の

（
�
）

中
心
と
な
さ
れ
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
著
し
た
の

は
橋
本
凝
胤
師
（
一
八
九
七
〜
一
九
七
八
）
と
み
ら
れ
、
凝
胤
師

は
著
書
『
仏
教
教
理
史
の
研
究
』（
一
九
四
四
）
の
中
で
天
台
宗
、

真
言
宗
以
前
に
道
昭
が
古
密
教
を
将
来
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

（
�
）
る
。奈

良
・
平
安
期
に
南
都
の
僧
が
山
中
で
修
行
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
田
中
久
夫
氏
は
法
相
宗
と
修
験
道
の
関
り
に
つ

い
て
考
察
す
る
中
で
道
昭
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
同
氏
は

『
続
日
本
紀
』
巻
第
一
の
文
武
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
己
未
（
十

日
）
の
条
に
あ
る
記
述
か
ら
、
道
昭
が
日
本
へ
禅
定
を
伝
え
た
僧

で
あ
る
こ
と
、
後
に
禅
院
寺
と
呼
ば
れ
元
興
寺
別
院
と
な
っ
た
平

城
京
の
禅
院
に
籠
り
修
行
す
る
僧
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
道

昭
の
法
相
宗
は
禅
定
し
て
瞑
想
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
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続
い
て
田
中
氏
は
『
日
本
後
記
』
巻
十
二
、
延
暦
廿
三
年
（
八

〇
四
）
五
月
辛
卯
（
十
八
）
の
条
に
あ
る
善
謝
の
卒
伝
を
と
り
あ

げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
法
相
宗
を
学
ん
だ
善
謝
は
六
宗
に
通
達
し

律
師
に
ま
で
出
世
し
た
が
、
そ
の
栄
華
を
好
ま
ず
律
師
を
辞
し
て

山
中
に
籠
り
人
生
を
終
え
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
都
の
禅
院
で

瞑
想
す
る
と
い
う
修
行
方
法
に
対
し
、
山
中
に
籠
り
瞑
想
す
る
僧

の
姿
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
山
中
で
瞑
想
す
る
修
行
方
法
が

法
相
宗
の
特
徴
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ

ら
に
そ
の
後
、
賢
憬
や
空
也
の
坐
禅
練
行
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
山

で
修
行
す
る
と
い
う
法
相
宗
本
来
の
修
行
と
は
異
な
る
修
行
を
す

る
僧
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
修
験
道
の
成
立
に
深
く
か

（
�
）

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
推
察
し
て
い
る
。

中
世
の
薬
師
寺
に
お
い
て
も
堂
衆
と
呼
ば
れ
る
僧
が
い
て
修
験

道
的
な
活
動
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
実
態
は
分
か
っ
て
い

な
い
。
近
世
に
は
修
験
道
的
な
性
質
を
持
つ
僧
の
存
在
や
活
動
は

（
�
）

確
認
で
き
な
い
と
い
う
。

近
代
以
降
の
薬
師
寺
が
修
験
咒
師
本
部
を
設
け
て
修
験
道
を
重

視
す
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
先
に
引
用
し
た
隆
遍
師
の
業
績

の
部
分
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
道
昭
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

た
、
玄
奘
直
伝
の
教
理
を
護
持
す
る
法
相
宗
南
寺
伝
の
寺
で
あ
る

こ
と
、
法
相
宗
と
同
時
に
古
密
教
を
伝
え
た
道
昭
が
全
国
を
巡
錫

し
修
行
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
近
代
に
入
っ
て
道
昭

の
活
動
が
再
確
認
さ
れ
、
薬
師
寺
内
で
修
験
道
を
再
興
す
る
機
運

（
�
）

が
高
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

今
日
の
薬
師
寺
に
お
け
る
南
都
修
験
道
は
、
明
治
三
十
年
代
に

「
法
相
宗
修
験
道
」
と
し
て
復
興
が
始
め
ら
れ
、「
薬
師
寺
咒
師

部
」
を
設
置
し
て
各
地
の
修
験
者
が
加
入
し
た
。
橋
本
凝
胤
師
は

天
台
・
真
言
以
前
の
密
教
に
着
目
し
、
日
本
に
法
相
宗
を
伝
え
た

道
昭
を
古
密
教
の
祖
と
位
置
付
け
た
。
ま
た
凝
胤
師
は
咒
師
部
僧

綱
と
し
て
地
方
に
支
部
を
設
置
し
た
り
、
講
習
会
を
行
っ
た
り
し

て
振
興
を
は
か
っ
た
。
さ
ら
に
自
ら
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
巡
錫
や

大
峰
山
入
峰
修
行
を
行
い
、
柴
燈
大
護
摩
供
の
際
に
は
大
導
師
を

務
め
る
な
ど
、
今
日
の
南
都
修
験
道
修
験
咒
師
本
部
の
基
礎
を
作

（
�
）

っ
た
。
現
在
各
地
に
あ
る
修
験
咒
師
本
部
に
属
す
末
寺
や
僧
尼
は

橋
本
凝
胤
師
の
勧
め
で
授
戒
し
、
末
寺
の
場
合
は
子
や
孫
の
代
に

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
今
日
の
修
験
咒
師
本
部
を
形
成
し
た

の
は
凝
胤
師
の
尽
力
に
よ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
南
都
修
験
道
薬
師
寺
修
験
咒
師
本
部
と

― ５９ ―



い
う
名
称
は
戦
後
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

（
�
）
る
。

二

行

事

修
験
咒
師
本
部
が
関
わ
る
行
事
に
は
修
験
咒
師
本
部
主
催
行
事

と
、
本
山
行
事
に
出
仕
す
る
場
合
、
本
山
行
事
に
合
わ
せ
て
修
験

咒
師
本
部
の
行
事
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
薬
師
寺
の

末
寺
の
行
事
に
加
わ
る
場
合
が
あ
る
。
次
に
修
験
咒
師
本
部
の
行

事
を
関
り
の
深
い
順
に
記
す
。
表
１
は
令
和
四
年
に
予
定
さ
れ
て

い
る
修
験
咒
師
本
部
の
関
わ
る
行
事
を
月
日
順
に
表
し
た
も
の
で

あ
る
。

（
１
）
修

行
〔
修
験
咒
師
本
部
主
催
行
事
〕

修
験
咒
師
本
部
の
も
っ
と
も
重
視
す
る
行
事
が
、
修
行
と
し
て

実
施
さ
れ
る
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
巡
錫
と
大
峰
山
入
峰
修
行
で
あ

る
。
修
行
に
は
修
験
咒
師
本
部
に
属
す
僧
尼
に
限
ら
ず
本
山
僧
も

加
わ
る
。
一
般
信
者
の
参
加
も
募
集
し
て
い
る
。

香
川
・
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
錫
（
表
１
の
⑦
）
毎
年
五

月
十
三
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
三
泊
四
日
の
日
程
で
小
豆
島
八

十
八
ヶ
所
霊
場
を
巡
礼
す
る
。
一
般
に
も
参
加
を
募
り
近
年
は
六

十
〜
七
十
名
程
度
の
参
加
者
が
あ
る
。

初
め
て
参
加
す
る
者
に
は
「
結
縁
帳
」
が
配
布
さ
れ
る
。「
結

縁
帳
」
に
は
参
加
回
数
、
参
加
年
月
日
を
記
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
回
数
に
応
じ
て
準
先
達
（
三
回
）、
小
先
達
（
五
回
）、
中
先

達
（
七
回
）、
大
先
達
（
十
回
）、
準
教
師
（
十
五
回
）、
教
師

（
二
十
五
回
）、
大
教
師
（
三
十
回
）、
監
領
（
四
十
回
）
と
し
て

認
め
ら
れ
る
。

奈
良
・
大
峰
山
入
峰
修
行
（
表
１
の
⑨
）
例
年
、
七
月
末
か
ら

八
月
初
旬
に
土
日
の
二
日
間
で
実
施
さ
れ
る
。
修
験
咒
師
本
部
に

属
す
僧
尼
の
ほ
か
、
一
般
か
ら
の
参
加
も
あ
る
。
男
性
は
山
上
ヶ

岳
、
女
性
は
大
日
岳
に
登
る
。
初
日
の
午
前
一
〇
時
に
近
鉄
橿
原

神
宮
前
駅
の
中
央
改

札
口
前
に
集
合
し
バ

ス
で
洞
川
に
向
か

う
。
午
後
洞
川
清
浄

大
橋
で
柴
燈
大
護
摩

供
を
執
行
し
た
後
、

初
め
て
参
加
し
た
者

写真 1 先達の旗
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は
母
公
堂
、
蟷
螂
の
岩
屋
な
ど
行
場
を
巡
る
。
そ
の
後
旅
館
で
支

度
し
た
後
に
龍
泉
寺
で
水
行
す
る
。
旅
館
に
戻
り
食
事
、
結
団

式
、
仮
眠
の
後
、
翌
午
前
一
時
に
宿
を
出
発
し
男
性
は
山
上
ヶ

岳
、
女
性
は
大
日
岳
に
向
か
う
。
山
上
ヶ
岳
に
向
か
う
男
性
陣
は

（
�
）

山
頂
付
近
に
あ
る
宿
坊
・
喜
蔵
院
で
休
憩
す
る
。
そ
の
後
大
峯
山

寺
に
参
拝
し
朝
日
を
拝
し
た
あ
と
下
山
す
る
。
午
前
十
一
時
ご
ろ

に
は
桝
源
旅
館
に
戻
る
。
宿
で
食
事
の
後
、
バ
ス
で
橿
原
神
宮
前

駅
に
向
か
い
解
散
す
る
。
宿
で
提
供
さ
れ
る
入
峰
前
の
食
事
は
精

進
で
あ
る
。

大
峰
山
入
峰
の
際
、
薬
師
寺
本
山
僧
と
修
験
咒
師
本
部
の
僧
は

山
伏
の
装
束
を
着
用
し
、
袈
裟
は
修
多
羅
袈
裟
を
用
い
る
。
昭
和

期
に
は
梵
天
袈
裟
で
あ
っ
た
と
い
う
。
信
者
は
白
い
ズ
ボ
ン
、
白

い
法
被
、
輪
袈
裟
を
着
用
し
、
金
剛
杖
を
持
ち
、
桧
笠
を
用
い

る
。
僧
俗
に
か
か
わ
ら
ず
数
珠
を
持
つ
。

初
め
て
大
峰
山
入
峰
に
参
加
す
る
者
に
は
「
薬
師
寺
修
験
咒
師

本
部

南
都
修
験
道

入
峰
結
縁
簿
」
が
配
布
さ
れ
る
。
こ
こ
に

は
大
峰
山
入
峰
修
行
の
結
縁
回
数
（
参
加
回
数
）、
結
縁
年
月
日

（
参
加
年
月
日
）
を
記
す
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
下
に
は

「
南
都
修
験
道
之
印
」
と
刻
ま
れ
た
証
印
が
押
さ
れ
る
。
参
加
回

数
に
応
じ
て
「
準
先
達
」（
三
回
）、「
小
先
達
」（
五
回
）、「
中
先

達
」（
七
回
）、「
大
先
達
」（
十
回
）、「
正
大
先
達
」（
十
五
回
）

の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

先
達
は
修
験
咒
師
本
部
の
僧
が
務
め
る
。
先
達
の
金
剛
杖
に
は

紺
地
に
白
く
染
め
抜
か
れ
た
文
字
で
「
法
相
宗

薬
師
寺

南
都

修
験
道
」
記
さ
れ
た
旗
（
写
真
１
）
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。

昭
和
五
十
七
年
か
ら
平
成
九
年
、
お
よ
び
令
和
元
年
に
は
奥
駈

修
行
を
行
っ
た
。
吉
野
の
喜
蔵
院
か
ら
大
峯
山
寺
に
行
き
、
そ
こ

か
ら
下
北
山
村
の
前
鬼
ま
で
向
か
う
。
近
年
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
が
、
条
件
が
整
え
ば
再
開
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

諸
霊
山
へ
の
登
拝

平
成
の
前
半
に
は
毎
年
七
月
頃
に
全
国
各
地

の
霊
山
に
登
拝
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
鳥
海
山
、
日
光
男
体

山
、
富
士
山
、
立
山
、
御
岳
山
、
白
山
、
伯
耆
大
山
、
剣
山
、
石

鎚
山
、
高
千
穂
峰
な
ど
に
登
っ
た
。
主
に
修
験
咒
師
本
部
に
属
す

僧
尼
が
参
加
し
、
一
般
へ
の
募
集
も
行
っ
て
い
た
。

修
験
咒
師
本
部
講
習
会
（
表
１
の
⑪
）
毎
年
九
月
八
日
か
ら
十

日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。
修
験
咒
師
本
部
に
属
す
僧
尼
や
、
新
に

受
戒
を
希
望
す
る
者
が
参
加
す
る
。
薬
師
寺
に
泊
り
込
み
本
山
僧

と
共
に
朝
夕
の
勤
行
に
加
わ
る
。
唯
識
や
修
験
作
法
に
つ
い
て
学
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ぶ
。

（
２
）
薬
師
如
来
縁
日
の
護
摩
祈
祷
（
表
１
の
①
）〔
修
験
咒
師
本

部
主
催
行
事
〕

毎
月
八
日
、
十
八
日
、
二
十
八
日
に
薬
師
寺
境
内
に
あ
る
不
動

堂
内
で
、
修
験
咒
師
本
部
の
僧
が
護
摩
祈
祷
（
壇
護
摩
）
を
行

う
。
八
日
は
金
堂
で
の
大
般
若
経
転
読
法
要
の
後
十
二
時
か
ら
、

十
八
日
と
二
十
八
日
は
十
一
時
と
十
三
時
か
ら
行
わ
れ
る
。
参
拝

者
ら
が
様
々
な
願
い
を
記
し
た
護
摩
木
を
用
い
る
。
毎
月
参
拝
す

る
熱
心
な
信
者
が
多
く
、
願
い
事
な
ど
の
相
談
も
受
け
る
。

（
３
）
柴
燈
大
護
摩
供
・
火
渉
三
昧
〔
本
山
・
末
寺
な
ど
の
行
事

に
合
わ
せ
て
修
験
咒
師
本
部
が
執
行
す
る
行
事
〕

柴
燈
大
護
摩
供
は
主
に
薬
師
寺
本
山
や
末
寺
の
行
事
に
合
わ
せ

て
執
行
さ
れ
る
。
薬
師
寺
で
は
花
会
式
（
修
二
会
）
と
天
武
忌
に

し
ょ
う
こ
う
じ

行
わ
れ
る
。
ま
た
薬
師
寺
の
末
寺
で
あ
る
聖
光
寺
（
長
野
県
茅
野

市
）
の
大
祭
、
喜
光
寺
（
奈
良
県
奈
良
市
）
の
大
祭
で
も
行
わ
れ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
柴
燈
大
護
摩
供
の
後
に
は
参
拝
者
も
参
加
し
て
火

渉
三
昧
（
火
渡
り
）
が
行
わ
れ
る
。

柴
燈
大
護
摩
供
の
際
は
山
伏
の
装
束
を
着
用
し
、
袈
裟
は
梵
天

袈
裟
を
用
い
る
。

薬
師
寺
・
花
会
式
（
表
１
の
⑥
）
薬
師
寺
の
修
二
会
花
会
式
が

三
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
。
令
和
四
年
は
三
月
二
十
三
日
の
お
身
拭

い
に
始
ま
り
、
二
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
行
事
が
行
わ

れ
た
。
修
験
咒
師
本
部
に
よ
る
柴
燈
大
護
摩
供
は
二
十
五
日
に
薬

師
寺
境
内
の
不
動
堂
前
に
設
け
ら
れ
た
護
摩
壇
で
修
験
咒
師
本
部

に
よ
る
柴
燈
大
護
摩

供
（
写
真
２
）・
火

渉
三
昧
が
行
わ
れ

る
。

薬
師
寺
・
天
武
忌

万
灯
会（
表
１
の
⑫
）

薬
師
寺
建
立
を
発
願

し
た
天
武
天
皇
は
朱

鳥
元
年
（
六
八
六
）

に
九
月
九
日
崩
御
し

た
。
天
武
忌
は
月
遅

れ
の
十
月
八
日
に
行

写真 2 柴燈大護摩供（令和 3年 3月・花会式）
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な
わ
れ
る
。
一
連
の
行
事
の
中
で
十
四
時
か
ら
薬
師
寺
不
動
堂
前

の
護
摩
壇
で
修
験
咒
師
本
部
に
よ
る
柴
燈
大
護
摩
供
、
火
渉
三
昧

（

）

が
執
行
さ
れ
る
。

奈
良
・
喜
光
寺
大
祭
（
表
１
の
⑤
）
奈
良
県
奈
良
市
に
あ
る
喜

光
寺
（
法
相
宗
）
で
は
毎
年
三
月
二
日
に
行
基
会
大
祭
が
執
行
さ

れ
る
。
こ
れ
は
天
平
二
十
一
年
（
七
四
九
）
の
二
月
二
日
に
行
基

が
喜
光
寺
で
入
寂
し
た
こ
と
に
因
ん
だ
も
の
で
月
遅
れ
で
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
際
、
大
祭
の
締
め
く
く
り
に
喜
光
寺
境
内
で
修
験

咒
師
本
部
に
よ
る
柴
燈
大
護
摩
供
が
行
わ
れ
る
。

長
野
・
聖
光
寺
大
祭
（
表
１
の
⑧
）
長
野
県
茅
野
市
に
あ
る
聖

光
寺
（
法
相
宗
）
は
交
通
事
故
の
撲
滅
を
祈
願
す
る
た
め
、
昭
和

四
十
五
年
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
と
そ
の
系
列
会
社
な
ど
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
大
祭
は
毎
年
七
月
十
七
・
十

八
日
に
行
わ
れ
る
。
十
七
日
の
午
後
三
時
か
ら
修
験
咒
師
本
部
に

よ
る
柴
燈
大
護
摩
供
・
火
渉
三
昧
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
交
通
事

故
者
慰
霊
万
灯
供
養
が
行
わ
れ
、
十
八
日
に
は
交
通
安
全
祈
願
大

法
要
が
執
行
さ
れ
る
。

し
お
の
え
か
が
り
や
ま

香
川
・
塩
江
篝
山
湯
ノ
薬
師

柴
燈
大
護
摩
供
（
塩
江
温
泉
感

謝
祭
）（
表
１
の
⑬
）

十
月
下
旬
の
日
曜
日
に
香
川
県
高
松
市
塩
江
町
安
原
上
東
に
あ

る
篝
山
湯
ノ
薬
師
堂
で
十
四
時
か
ら
法
要
が
行
わ
れ
る
。
薬
師
寺

管
主
が
導
師
を
務
め
、
そ
の
背
後
に
修
験
咒
師
本
部
の
僧
尼
が
座

る
。
そ
の
後
十
六
時
か
ら
行
基
の
湯
広
場
で
修
験
咒
師
本
部
に
よ

る
柴
燈
大
護
摩
供
と
火
渉
三
昧
が
執
行
さ
れ
る
。

付
近
に
は
行
基
が
発
見
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
温
泉
の
源
泉
が
あ

り
修
験
咒
師
本
部
に
よ
る
柴
燈
大
護
摩
供
は
塩
江
温
泉
感
謝
祭
の

中
で
行
わ
れ
る
。
感
謝
祭
に
は
第
一
回
か
ら
参
加
し
令
和
元
年
に

（

）

は
二
三
回
を
迎
え
た
。
同
行
事
参
加
の
経
緯
は
、
か
つ
て
香
川
県

を
中
心
と
し
た
地
域
に
修
験
咒
師
本
部
に
所
属
す
る
僧
が
複
数
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
塩
江
温
泉
感
謝
祭
実
行
委
員
会

か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
参
加
し
て
い
る
。

（
４
）
和
歌
山
・
高
野
山
慰
霊
塔
法
要
（
表
１
の
⑩
）〔
修
験
咒
師

本
部
主
催
行
事
〕

毎
年
八
月
二
十
九
日
に
高
野
山
奥
の
院
に
あ
る
慰
霊
塔
で
法
要

が
行
わ
れ
る
。
慰
霊
塔
は
県
道
五
三
号
線
か
ら
奥
の
院
に
向
か
う

途
中
に
あ
り
、
昭
和
六
十
年
に
薬
師
寺
有
縁
の
供
養
塔
と
し
て
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
修
験
咒
師
本
部
の
僧
に
限
ら
ず
本
山
僧
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や
信
者
も
参
列
す
る
。

（
５
）
薬
師
寺
本
山
行
事
へ
の
出
仕

修
験
咒
師
本
部
の
僧
は
、
薬
師
寺
の
本
山
行
事
に
出
仕

す
る
こ
と
が
あ
る
。
修
験
咒
師
本
部
と
し
て
出
仕
す
る
行

事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

薬
師
寺
・
越
年
護
摩
（
表
１
の
⑭
）
十
二
月
二
十
九
日

か
ら
薬
師
寺
に
お
い
て
修
正
会
に
つ
な
が
る
一
連
の
行
事

が
始
ま
る
。
大
晦
日
に
は
午
後
十
一
時
か
ら
翌
午
前
二
時

に
か
け
て
大
講
堂
前
に
設
け
ら
れ
た
護
摩
壇
（
壇
護
摩
）

で
修
験
咒
師
本
部
に
よ
る
越
年
護
摩
祈
願
が
修
法
さ
れ

る
。

薬
師
寺
・
新
春
護
摩
祈
祷
（
表
１
の
③
）
元
旦
か
ら
十

五
日
に
か
け
て
執
行
さ
れ
る
薬
師
寺
の
修
正
会
の
な
か

で
、
修
験
咒
師
本
部
に
よ
る
新
春
護
摩
祈
願
（
新
春
護
摩

祈
願
）
が
元
旦
か
ら
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
期

間
、
大
講
堂
前
に
護
摩
壇
（
壇
護
摩
）
が
設
け
ら
れ
、
十

時
か
ら
十
六
時
頃
ま
で
初
祈
願
、
厄
除
祈
願
な
ど
が
行
わ

れ
る
。

表 1 南都修験道薬師寺修験咒師本部の関わる行事（令和 4年の予定）

場 所

薬師寺・不動堂内

薬師寺・金堂内

薬師寺・大講堂前
薬師寺・金堂内
喜光寺境内

薬師寺・不動堂前護摩壇
小豆島八十八ヶ所霊場
聖光寺境内・護摩壇

（長野県茅野市北山蓼科）
洞川～山上ヶ岳（男性）
洞川～大日岳（女性）
高野山奥の院
薬師寺

薬師寺・不動堂前護摩壇

篝山湯ノ薬師堂
（香川県高松市塩江町安原上東）

薬師寺・大講堂前

行 事 名
薬師如来縁日

護摩祈祷・先祖供養
薬師如来縁日

大般若経転読法要
薬師寺・新春護摩祈願

薬師寺・初薬師大般若経転読法要
奈良・喜光寺大祭 柴燈大護摩供
薬師寺・花会式 柴燈大護摩供
香川・小豆島八十八ヶ所霊場巡錫

長野・聖光寺大祭 柴燈大護摩供

奈良・大峰山入峰修行

和歌山・高野山慰霊塔法要
修験咒師本部講習会
薬師寺・天武忌

万灯会 柴燈大護摩
香川・塩江篝山湯ノ薬師

柴燈大護摩供
薬師寺・越年護摩

月 日
毎月

8・18・28日

毎月 8日

1月 1～3日
1月 8日
3月 2日
3月 25日

5月 13～16日

7月 17～18日

8月 6～7日

8月 29日
9月 8～10日

10月 8日

10月 29～30日

12月 31日

①

②

③
④
⑤
⑥
⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭
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薬
師
寺
・
初
薬
師
大
般
若
経
転
読
法
要
（
表
１
の
④
）
元
旦
か

ら
十
五
日
ま
で
続
く
薬
師
寺
の
修
正
会
の
中
で
行
わ
れ
る
。
一
月

八
日
が
初
薬
師
で
あ
り
、
金
堂
で
本
山
僧
と
と
も
に
出
仕
し
大
般

若
経
転
読
法
要
を
執
行
す
る
。

薬
師
寺
・
薬
師
如
来
縁
日
の
大
般
若
経
転
読
（
表
１
の
②
）
毎

月
八
日
に
は
初
薬
師
同
様
に
、
金
堂
で
本
山
僧
と
共
に
大
般
若
経

転
読
法
要
を
行
う
。
そ
の
後
不
動
堂
内
で
修
験
咒
師
本
部
の
僧
が

護
摩
祈
祷
（
壇
護
摩
）
を
執
行
す
る
。

三

修
行
に
関
す
る
聞
き
書
き
調
査

令
和
四
年
の
大
峰
山
入
峰
修
行
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
が
、
先
達
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修

と
し
て
、
薬
師
寺
本
山
僧
と
修
験
咒
師
本
部
の
僧
に
よ
り
入
峰
修

行
が
行
わ
れ
た
。
併
せ
て
少
数
の
有
志
に
よ
る
水
行
が
行
わ
れ

た
。有

志
の
中
に
は
毎
年
大
峰
山
入
峰
修
行
や
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所

巡
錫
に
参
加
し
て
い
る
信
者
も
加
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
筆
者
は
八
月
七
日
に
洞
川
を
訪
れ
参
加
者
か
ら
聞
き
取
り

を
行
っ
た
。
次
に
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

（
１
）
大
峰
山
入
峰
修
行

令
和
四
年
の
入
峰
修
行
は
先
達
育
成
の
た
め
研
修
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。
薬
師
寺
本
山
僧
と
修
験
咒
師
本
部
の
僧
六
名
が
八
月
六

日
か
ら
七
日
に
か
け
て
入
峰
修
行
を
行
っ
た
。
今
回
の
導
師
は
薬

師
寺
副
住
職
・
僧
綱
を
務
め
る
生
駒
基
達
師
で
あ
っ
た
。
生
駒
師

は
小
学
生
で
あ
っ
た
昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
毎
年
欠
か
さ
ず
入
峰

し
て
い
る
と
い
う
。

一
行
が
下
山
す
る
七
日
に
は
毎
年
参
加
し
て
い
る
一
般
信
者
数

名
が
、
例
年
入
峰
修

行
の
起
点
と
な
っ
て

い
る
桝
源
旅
館
で
合

流
し
、
龍
泉
寺
（
真

言
宗
醍
醐
派
・
奈
良

県
吉
野
郡
天
川
村
洞

川
）
で
水
垢
離
を
行

っ
た
（
写
真
３
）。

薬
師
寺
の
一
行
は
決

ま
っ
て
桝
源
旅
館
に

宿
泊
す
る
。
旅
館
の

写真 3 龍泉寺での水垢離（令和 4年 8月）
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前
に
は
「
大
峯
山

入
峰
修
行
宿
入
講

社
」
と
書
か
れ
た

看
板
が
あ
り
、
宿

泊
す
る
講
社
の
名

を
記
し
た
木
札
が

掛
け
ら
れ
る
。
修

験
咒
師
本
部
の
場

合
は
「
奈
良

薬

師
寺
南
都
修
験

道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宿
泊
す
る
講
社
の
名
を
記
し
た
提

灯
が
軒
下
な
ど
に
吊
る
さ
れ
て
お
り
、
薬
師
寺
の
一
行
が
宿
泊
す

る
際
に
は
「
薬
師
寺

南
都
修
験
道
」
と
記
さ
れ
た
提
灯
が
吊
る

さ
れ
る
（
写
真
４
）。
さ
ら
に
修
験
咒
師
本
部
の
一
行
が
桝
源
旅

館
に
宿
泊
す
る
際
に
は
、
増
谷
久
八
商
店
と
吉
野
勝
造
商
店
が
陀

羅
尼
助
の
販
売
の
た
め
桝
源
旅
館
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
今
回
も
両
商
店
の
方
が
宿
を
訪
れ
た
。

滋
賀
県
大
津
市
在
住
、
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
の
間
宮
次
雄
氏
は

修
験
咒
師
本
部
の
大
峰
山
入
峰
修
行
に
毎
年
参
加
し
て
い
る
。
以

後
間
宮
氏
に
伺
っ
た
こ
と
を
記
す
。

間
宮
氏
は
昭
和
四
十
年
代
に
初
め
て
参
加
し
て
以
来
六
十
年
近

く
大
峰
山
入
峰
修
行
を
続
け
、
正
大
先
達
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

参
加
の
き
っ
か
け
は
当
時
の
薬
師
寺
管
主
で
あ
っ
た
高
田
好
胤
師

の
頃
に
管
主
の
お
世
話
を
し
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
あ
る
と
い
う
。
間
宮
氏
は
薬
師
寺
の
大
峰
山
入
峰

修
行
に
参
加
す
る
前
か
ら
、
地
元
に
あ
る
聖
護
院
の
講
社
に
加
わ

っ
て
い
る
。

大
峰
山
入
峰
修
行
で
は
平
成
の
初
め
ま
で
は
急
斜
面
の
岩
場
を

鎖
で
登
り
降
り
し
て
山
頂
の
大
峯
山
寺
に
お
参
り
し
て
い
た
が
、

皇
太
子
殿
下
が
入
峰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
木
製
の
階
段
が
整
備

さ
れ
た
。
以
後
鎖
の
登
山
道
は
使
用
禁
止
と
な
っ
た
。
行
場
に
は

表
行
場
と
裏
行
場
が
あ
る
。
ま
た
洞
川
に
は
男
山
と
よ
ば
れ
る
女

（

）

人
禁
制
の
大
峰
山
（
山
上
ヶ
岳
）
と
女
山
の
稲
村
ヶ
岳
が
あ
り
、

女
山
は
男
山
よ
り
高
く
危
険
度
も
高
い
と
い
う
。
間
宮
氏
は
稲
村

岳
に
登
る
女
性
ら
の
先
達
を
十
年
近
く
務
め
た
。
行
者
か
ら
一
時

た
り
と
も
目
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
危
険
な
お
山
で
あ
る
と
い

う
。高

田
好
胤
管
主
の
頃
、
大
峰
山
入
峰
修
行
の
日
が
台
風
と
重
な

写真 4 桝源旅館の提灯
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っ
た
。
全
体
で
の
入
峰
が
中
止
さ
れ
た
が
、「
連
続
お
山
行
」
の

記
録
が
途
切
れ
る
の
で
、
台
風
の
最
中
で
は
あ
る
が
誰
か
お
山
し

て
く
れ
と
言
わ
れ
間
宮
氏
が
引
き
受
け
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
で
あ
っ
た
と
い
う
。

近
年
、
大
峰
山
入
峰
修
行
の
参
加
者
は
一
〇
〇
名
以
内
で
あ
る

が
、
昭
和
の
頃
に
は
四
百
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
桝
源
旅

館
だ
け
で
は
収
ま
ら
な
い
た
め
、
複
数
の
宿
に
分
宿
し
て
い
た
。

（
２
）
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
巡
錫

令
和
四
年
の
有
志
に
よ
る
大
峰
山
入
峰
修
行
に
参
加
し
て
い
た

間
宮
氏
は
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
巡
錫
に
も
参
加
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
話
を
伺
っ
た
。
間
宮
氏
は
十
三
年
ほ
ど
前
（
令
和
四
年
現

在
）
か
ら
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
巡
錫
に
も
参
加
し
て
い
る
。
毎
年

大
峰
山
入
峰
修
行
に
参
加
し
て
い
た
縁
で
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
姫
路
駅
に
集
合
し
、
姫
路
港
か
ら
フ
ェ
リ

ー
で
小
豆
島
の
福
田
港
に
わ
た
る
。
バ
ス
で
土
庄
町
に
移
動
し
巡

錫
を
開
始
す
る
。
五
〇
番
札
所
を
過
ぎ
た
辺
り
で
、
持
参
し
た
そ

ら
豆
（
は
じ
き
豆
）
を
近
所
の
人
に
貰
っ
て
も
ら
う
。
そ
ら
豆
を

あ
げ
る
こ
と
と
、
足
に
で
き
た
マ
メ
を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

ぞ
ら
え
た
習
慣
で
あ
る
と
い
い
、
す
で
に
長
年
参
加
し
て
い
た
人

か
ら
教
わ
っ
た
と
い
う
。

薬
師
寺
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
昭
和
の
頃
に
は
四
百
名
ほ

ど
の
参
加
者
が
あ
り
、
大
阪
か
ら
フ
ェ
リ
ー
を
借
り
切
っ
て
小
豆

島
に
向
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四

末
寺
の
活
動

修
験
咒
師
本
部
の
山
田
裕
照
師
が
住
職
を
務
め
る
大
信
寺
（
写

真
５
）
の
歴
史
や
活

動
に
つ
い
て
同
師
に

聞
き
取
り
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
を
報

告
す
る
。

巴
山
大
信
寺
（
法
相

宗
・
大
阪
市
北
区
浪

花
町
）

同
寺
の
歴
史
は
大

正
十
三
年
に
山
田
裕

照
師
の
曾
祖
母
に
よ

写真 5 大信寺
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み
た
け

み
つ
と
も
え

っ
て
開
設
さ
れ
た
御
岳
教
の
教
会
、「
三
巴
教
会
」
に
始
ま
る
。

当
初
は
今
日
の
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
前
付
近
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
裕
照
師

の
祖
父
で
あ
る
堯
照
師
が
密
教
の
勉
強
の
た
め
全
国
各
地
を
渡
り

歩
い
て
い
る
際
に
、
薬
師
寺
の
橋
本
凝
胤
師
に
出
会
い
、
弟
子
と

な
っ
て
南
都
修
験
道
の
勉
強
を
始
め
た
。
そ
の
後
堯
照
師
は
昭
和

（

）

五
・
六
年
頃
に
受
戒
し
、
当
時
は
法
相
宗
で
あ
っ
た
清
水
寺
の
管

長
、
大
西
良
慶
師
か
ら
度
牒
を
授
与
さ
れ
た
。
以
後
薬
師
寺
の
咒

師
部
に
属
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
六
年
に
大
阪
駅
前
か
ら
立
退
き
と
な
り
現
在
の
大
阪
市

北
区
浪
花
町
に
移
転
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
に
は
堯
照
師
の
子
で

あ
る
晃
照
師
が
薬
師
寺
で
受
戒
、
さ
ら
に
晃
照
師
の
子
で
あ
る
裕

照
師
が
昭
和
五
十
九
年
に
受
戒
し
、
代
々
修
験
咒
師
本
部
に
属
し

な
が
ら
教
会
を
営
ん
で
き
た
。
平
成
二
十
七
年
に
は
大
阪
市
生
野

区
今
里
に
あ
っ
た
大
信
寺
の
法
人
を
引
き
継
ぎ
、
巴
山
大
信
寺
と

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

今
日
の
大
信
寺
に
は
御
岳
教
の
御
嶽
山
を
祀
る
祭
壇
（
写
真

６
）、
護
摩
壇
を
伴
う
不
動
明
王
を
祀
る
部
屋
、
薬
師
如
来
を
祀

（

）

る
部
屋
が
あ
る
。

現
在
の
大
信
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
を
次
に
記
す
。
こ
れ
ら

は
三
巴
教
会
の
頃
か

ら
の
行
事
で
あ
る
。

一
日
祈
祷

毎
月
一

日
の
朝
七
時
か
ら
不

動
明
王
の
前
で
護
摩

祈
祷
を
行
う
。

新
春
の
初
護
摩

元

旦
に
神
前
で
鳴
動
釜

を
用
い
た
祈
祷
を
行

う
。
釜
を
焚
い
た
際

に
出
る
音
の
強
弱
に

よ
り
吉
凶
を
占
う
。

節
分
祭

二
月
三
日

大
信
寺
の
屋
外
で
柴
燈
護
摩
を
執
行
す

る
。
厄
年
な
ど
、
希
望
者
に
は
特
別
祈
祷
者
と
し
て
御
幣
を
授
け

る
。

お

盆

住
職
が
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
信
者
宅
の
仏
壇

に
お
参
り
す
る
。
棚
経
と
い
う
。
盂
蘭
盆
経
を
読
む
。

お
彼
岸
祭

春
秋
、
住
職
が
信
者
宅
の
仏
壇
に
お
参
り
す
る
。

縁

日

特
定
の
神
仏
で
は
な
く
大
信
寺
の
縁
日
を
毎
月
二
十
一 写真 6 御岳山を祀る祭壇
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日
と
定
め
て
い
る
。
不
動
明
王
の
前
で
執
行
さ
れ
る
護
摩
祈
祷
な

ど
の
後
、
参
拝
者
に
食
事
を
振
る
舞
う
。

こ
れ
ら
の
行
事
に
は
古
く
か
ら
の
信
者
を
中
心
に
近
畿
一
円
か

な
ん
き
ん

ら
の
参
拝
が
あ
る
。
行
事
の
ほ
か
に
喘
息
を
封
じ
る
た
め
の
南
瓜

封
じ
、
厄
除
け
な
ど
の
祈
祷
な
ど
の
依
頼
が
あ
る
ほ
か
、
名
付
け

を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
現
大
信
寺
の
前
身
で
あ
る
三

巴
教
会
を
開
い
た
裕
照
氏
の
曾
祖
母
は
神
前
で
の
祝
詞
の
後
、
神

の
託
宣
を
告
げ
て
い
た
と
い
う
。

お

わ

り

に

法
相
宗
の
大
本
山
で
あ
る
薬
師
寺
で
、
今
も
南
都
修
験
道
薬
師

寺
修
験
咒
師
本
部
を
置
き
、
修
験
道
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
興
味
を
持
っ
た
。
古
代
に
お
い
て
南
都
の
僧
が
山
林
斗
藪

を
行
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
が
伝
承
拡
大
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
る
報
恩
大
師
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ

（

）
る
。
報
恩
大
師
は
大
和
国
高
取
郡
の
子
島
寺
を
開
い
た
と
さ
れ
る

僧
で
、『
子
島
山
観
覚
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
十
五
歳
で
家
を
離
れ
、

（

）

三
十
歳
で
吉
野
山
に
入
り
観
音
咒
を
得
た
と
さ
れ
る
。
報
恩
が
開

い
た
と
さ
れ
る
子
島
寺
で
は
後
に
真
興
に
よ
っ
て
真
言
子
島
流
が

確
立
さ
れ
、
そ
の
道
場
と
さ
れ
た
。
子
島
流
は
最
澄
・
空
海
以
前

の
古
密
教
で
あ
り
、
子
島
寺
の
法
脈
に
よ
り
子
島
流
と
報
恩
の
関

係
が
窺
え
る
。

奈
良
時
代
末
に
活
躍
し
た
報
恩
と
今
日
の
薬
師
寺
に
お
け
る
修

験
を
結
び
つ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
日
も
南
都
の
法
相
宗

寺
院
で
修
験
道
の
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
現
代
に
お
け
る
修
験
道
と
庶
民
の
関
り

に
も
関
心
が
あ
っ
た
た
め
、
民
俗
学
の
視
点
で
修
験
咒
師
本
部
の

活
動
に
つ
い
て
調
査
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。

調
査
で
は
薬
師
寺
副
住
職
・
修
験
咒
師
本
部
僧
綱
の
生
駒
基
達

師
、
修
験
咒
師
本
部
事
務
局
長
で
あ
り
、
大
信
寺
住
職
の
山
田
裕

照
師
に
話
者
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ま
た
薬
師
寺
宝
物
管

理
研
究
所
の
山
本
潤
氏
に
は
主
に
南
都
修
験
道
と
法
相
宗
の
歴
史

に
つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
令
和
四
年
八
月
に
行
わ
れ
た
有

志
に
よ
る
大
峰
山
入
峰
の
際
に
は
長
年
大
峰
山
入
峰
修
行
や
小
豆

島
八
十
八
ヶ
所
巡
錫
に
参
加
さ
れ
て
い
る
間
宮
次
雄
氏
に
話
者
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
末
筆
で
は
あ
る
が
こ
の
場
を
借
り
て

深
謝
申
し
上
げ
る
。
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話
者
・
調
査
協
力

薬
師
寺
副
住
職
・
咒
師
本
部
僧
綱

生
駒

基
達
師

薬
師
寺
修
験
咒
師
本
部
事
務
局
長
・
巴
山
大
信
寺
住
職

山
田

裕
照
師

薬
師
寺
宝
物
管
理
研
究
所

山
本

潤
氏

滋
賀
県
大
津
市
在
住

間
宮

次
雄
氏

こ
の
ほ
か
に
も
大
勢
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

註（
１
）
中
山
薫
『
岡
山
の
巫
女
と
修
験
道
』
日
本
文
教
出
版
、
一
九

九
七
年
。

（
２
）
薬
師
寺
所
蔵
『
先
師
隆
遍
大
和
尚
』
六
頁
。
奧
付
や
著
者
名

は
な
い
。
同
書
に
は
大
正
九
年
に
隆
遍
師
が
遷
化
し
た
こ
と
。

文
末
に
そ
の
後
七
星
霜
を
経
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

昭
和
二
年
頃
に
著
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
著
者
は
橋
本
隆

遍
師
の
弟
子
で
あ
る
橋
本
凝
胤
師
の
可
能
性
が
高
い
。

（
３
）
橋
本
凝
胤
『
仏
教
教
理
史
の
研
究
』
全
国
書
房
、
一
九
四
四

年
、
八
一
頁
。

（
４
）
田
中
久
夫
「
山
岳
修
験
へ
の
道
│
平
安
末
期
の
禅
定
と
山
林

抖
櫢
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
│
」『
御
影
史
学
論
集
』
二
十

四
号
、
一
九
九
九
年
。

（
５
）
薬
師
寺
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
６
）
同
前
。

（
７
）
山
田
裕
照
「
柴
燈
大
護
摩
・
火
渉
三
昧
と
南
都
修
験
道
」

『
薬
師
寺
』
第
二
〇
五
号
、
二
〇
二
〇
年
。

（
８
）
薬
師
寺
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
９
）
薬
師
寺
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
櫻
本
坊
で
休

憩
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
頃
か
喜
蔵
院
へ
と
替
わ
っ
た
。

（
１０
）
薬
師
寺
万
灯
会
は
昭
和
二
十
六
年
に
修
験
咒
師
本
部
に
属
す

僧
尼
（
末
徒
）
と
信
者
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。
現
在
は
天
武

忌
万
灯
会
と
し
て
天
武
天
皇
の
御
忌
法
要
と
と
も
に
万
灯
会
が

行
わ
れ
る
。
山
本
潤
「
薬
師
寺
万
灯
会
の
由
来
」『
薬
師
寺
』

二
〇
五
号
、
二
〇
二
〇
年
、
四
十
九
〜
五
十
頁
。

（
１１
）
令
和
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
令
和
四
年
に
は
十
月
三
十

日
に
第
二
十
四
回
塩
江
温
泉
感
謝
祭
が
行
わ
れ
た
。

（
１２
）
稲
村
ヶ
岳
は
大
日
岳
の
南
に
あ
る
。
実
際
に
は
大
日
岳
に
登

る
が
、
古
く
か
ら
大
日
岳
の
こ
と
を
稲
村
ヶ
岳
と
称
し
て
い

る
。

（
１３
）
そ
の
後
京
都
清
水
寺
は
北
法
相
宗
と
し
て
独
立
。

（
１４
）
薬
師
寺
に
属
す
修
験
寺
院
で
あ
る
た
め
薬
師
如
来
を
祀
っ
て

い
る
と
い
う
。

（
１５
）
拙
稿
、『
備
前
・
備
中
に
お
け
る
仏
教
民
俗
の
研
究

│
報

恩
大
師
伝
承
の
浸
透
と
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
信
仰
│
』
帝
塚

山
大
学
、
博
士
論
文
、
二
〇
二
二
年
三
月
。

（
１６
）
「
子
島
山
観
覚
寺
縁
起
」
鈴
木
学
術
財
団
『
大
日
本
仏
教
全

書
』
八
十
五
巻
寺
誌
部
三
、
講
談
社
、
一
九
七
二
年
、
二
六
九

頁
。

― ７０ ―


